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はじめに
　シュメールの王権は，紀元前3千年紀後半の時期である初期王朝時f亡からウル第三王朝時代に
かけて，一都市国家の支配から統一国家の王権へと発展した。そうした王権の展開と王の彫像が
造られたこととの関係がどのようになっているのか。さらに，王の象微として，王杖，王冠，玉
座の三点セットが，文学テキストにしばしぱ現れる。この三点セットと王権の発展に関連性を認
めるかどうか。その間題とともに，王杖，王冠，玉座などは，王権の別々の側面を象徴する道具
であったのかどうか，こうした諸々の問題について，同時代史料から刷列を集めて，少し考えて
みたいということが，本稿の目的である。
I．王の像
　考古学的発掘によって得られた人物傑は，テル・アスマルの男女の傑に代表されるように古い
時代のものがあるω。テル・アスマルの傲は大きく兄開いた目に特微があリ，王と王妃の祈願像
と推定されるが，銘文が無く詳細は不明である。銘文によって王が自らの像を造ったことが分か
るのは，初期王朝時代ラガシュのエンテメナの立像が早い例である。この像には，「その（エン
リル神のためにエアッダ神殿を建てた）時，エンテメナは彼（自身）の像を造り（tu），（この像
に）『エンリル神が愛するエンテメナ』と命名した。エンリル神のために，その神殿に置いた」
とある｛3〕。像の制作は，人間の場合と同じく「生む（tu）」という動詞で表現し，人が誕生した
子に名前を付けるのと同様に，造られた像に名を付した。
　初期王朝時代の次のアッカド王朝時代では，第二代の王であるリムシュが像の制作について言
及している。「全土の王リムシュ。遠い昔よリだれも青銅製（？）の像をつくらなかった。全土の
王リムシュは，青銅製（？）である彼の像をつくリ，それをエンリル神のまえに据えた。」ω
　リムシュは青銅で造ったことを誇示するが，像の材質に言及する例は，アッカド王朝のあとウ
ル第三王朝成立直前の時期にラガシュの王であったグデアが言及する。像の銘文に「マガンの地
から閃緑岩がもたらされ，それで像を造った」とあ＾）一5〕，ペルシア湾頭にあったとされるマガン
という異国から運ぱれた閃緑岩で像を造ったことを強調している。閃緑岩を使用することについ
てグデアは別の像で次のように記す。「像よ，汝は銀でもラピスラズリでもない。銅でも亜鉛で
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もない。誰も造れなかった閃緑岩である。」㈹
　リムシュは背銅製であることを誇リ，グデアは閃緑岩で造ったことを誇っているが，グデアが
述べるように，銀やラビスラズリの像もあったろうし㈹，よリー般的には銅製の像が多く造られ
たと思われる㈹。作像のどのような過程で使π1されたかは不明ながら，雌甲とおぽしきものがウ
ル第三王朝のシュシンの像のために支出された記録もある㈹。王の像を造るのに最も貴重な材質
が何であるかは，時代と地域によって異なっておリ，黄金製が最高級という訳ではないようであ
る。
　像の作成に従事した者については，初期王朝時代ラガシュのウルカギナの妃シャシャが普き残
している㈹。この王妃は，銀製の傲を造リ，銀細工師など制作に従事した者に大麦や汕を給付
した。受給者は，エガルのサンガを筆頭に，彫傲師の長と，鍛冶工，銀細工師，石工であリ，そ
の配下に4人の銀細工師と1人の鍛冶師の名が挙がる。エガルのサンガが全体の責任者であって，
彼の元に実際の仕≡妊は彫傲師の長が束わ，三人の現場指揮者のもとに5人が作業をしたのであろ
う。そうして造られた像は，「バウ神のために女主権を十全たらしめた」と命名された。この名
前から，この像の制作は，ウルカギナの改革によって，王妃の組織がバウ神殿とされたことと関
連すると思われる。
　ウル第三王朝時代になると王の像に関する記録が増える。神たる王の像が多く造られたのであ
ろう。たとえぱ，シュシンが自らの像を造った例があり‘11〕，別のシュシンの像がスッカルマフ
の家やラガシュの都市神ニンギルスとその妻神バウの神殿に在ったことは確認される㈹。経済
文書に，「王の像を造ったナガル（大工）への油支給」，「王の像に随行した3人の金属細工師た
ちへ（の支給）」が記録されている㈹。
　ウル第三王朝時代の行政経済文書には，王の像への言及が多く兄られる。「播種の察りに行っ
た」O仙，「王の傲がナルア神のイルスア察りに行った」㈹，「シュシンの像が祭りに臨席した」㈹な
どである。別に「シュルギの傑がすでに安置されていたのを，修理のために持ち出し，（ウル市
の）犬察に運ぱねぱならない」ともある｛17〕。シュメール暦10月に首都ウルで行われる大祭のた
めにシュルギのf袈が運ぱれたのであろう。ラガシュの経済文書には，王の傲でなく，「王が，ナ
ルア神のために行き，察りに臨席した」㈹，「シュルギが，祭りに臨席した」㈹，「シュルギがガ
ンマシュ（の察り）に行った」㈹のような例もある。ウル第三王朝の王は，三大都市であるウル
とウルクとニップル閲を駆け巡ると言ってよいほどに足繋く巡幸したことは確かであるが，ラガ
シュ出土文書に記された王の察りへの臨席とは，王自身でなく，王の像が運ばれたのであろう。
　王の像は，その王の死後も崇拝の対象になった。先に示したエアッダ神殿に収められた像では
ないが，別のエンテメナの像は，彼よリ3代後のルガルアンダ治世になっても，王妃がラガシュ
全市をめぐって，神と神殿に置かれた像に供物を捧げた際，その供物を受ける一つに挙がってい
る｛21〕。
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　王の礫は，初期王朝時代からウル第三王期時代まで，さらに古パビロニア時代にも確認され，
時代に関係なく造られている。この場合，彫像は崇拝の対象であるよリも，腕を前で組み神に祈
願する傲である。
　初期王靭時代における王の像が崇拝の対象になることから，人間の神格化まであと一歩である
とする考え方がある。しかし，王の像を含めて人脚の傑は，あくまでも神に祈る祈願侠であって，
神そのものではない。祈願される側に立つか，祈願するこちらに立つかの間には大きな溝がある
と思われ，同意するのは難しい㈹。
　王の像が祈願傑であるという性格は一貫．しているが，初期王朝時代では，祈願像に記された銘
文は功業を示し，その永遠性は個人神の祈リに委ねる内容である。例えばエンテメナ像には，
「エンテメナ，エアッダ神殿を建てし者，彼の神シュルウトゥラ神が，エンテメナの生命のため
にエンリル神に（エアッダ神殿で）キリシュガルの祈リを捧げますように」とある。このエンテ
メナ像は，手を組んだ祈願像であリ，碑銘にあるとおり，エンリル神殿に置かれたが，エンテメ
ナの生命のためにエンリル神に祈願する役目は，エンテメナの個人神であるシュルウトゥラが担
ったのである。王が功業によって得られた名声を希求する場合，個人神の祈リに頼るのであって，
祈願像それ自体によらない。
　初期王朝時代の王碑文では名声の希求も個人神の祈1）に頼るのに対して，アッカド王朝時代以
降の王碑文では，永遠の名声も文字で記す碑文の形で伝えようとするのであリ，個人神に求めな
くなる。グデアが造った像では，「グデアは（造った）像に話かける。『像よ。我が主に伝えよ。
一』」という銘文を残した㈹。ここでは像が直接神に祈るようにと命ぜられているのである。
王の功業を記した銘文を削るものを呪証するようにという末尾文の形式が整うのもこの時期から
である。
　アッカド王朝時代とそれ以前を判然と分けるこうした変化は，神々に敬慶な王から，自らの功
業を誇示する王への変化として捉えることができると思われる㈹。ウル第三王朝時代に王の像
が祭リに臨席し，主宰したことは，祈願像的性格に由来すると言うよリも，さらに能動的な機能
を想起させる。そこに統一国家時代と，それ以前の時代の差を認めることが出来る。
II．王杖と王冠
　初期王朝時代ラガシュのエアンナトゥムは，「ニンギルス神に王杖を与えられし者（エアンナ
トゥム）」と名乗る㈹。彼の甥のエンテメナはシュメールの最高神エンリルから王杖を授かった
ことを誇示する。「（エンリル神は）三六○O人の巾から彼（エンテメナ）の手を握リ，運命を定
める大いなる王杖を，エンリル神がニップル市からエンテメナに与えた。」㈹
　このように，初期王朝時代における王権の象徴は，王杖であった。図像的には，「ウルの旗章」
に，王の背後に王杖を持って侍する従者の姿を描く。これも王権の象徴として描き込まれたので
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あろう‘2η。
　王権の象微としての王杖については，アッカド王朝時f七にも用例が拾える，第三代マニシュト
ゥスは「マニシ。。トゥス，全土の王をエンリル神が偉大ならしめ，彼の名を呼んで，王権に柵応
しい王杖を授けた」と書いている㈱。マニシュトゥスの子であリ第4代の王であるナラムシン
の年名に，「ナラムシンが，エンリル神殿から，天の武器を授かった年」がある㈱。武器＝矛と
王杖の違いはあるが，これも王権の象微であリ，通説の通リ，この年名がナラムシンの即位を示
すと思われる。
　このように，初期王朝時代からアッカド王朝時代まで，王権の象微は王杖や矛など手に持つも
のであった。それに対して，ウル第三王靭時代になると，王冠が象微になった。第5代の王イッ
ビシンがニップル，ウル，ウルクで即位の儀式を行った記録があるが，r王が，ニップルからウ
ルクに行き，イッビシンが王冠を授けられたとき」㈹，「ウルにおいて，イッビシンが王冠を授
けられたとき」螂1〕とあるように，イッビシンは，初期王朝時代のように王杖でなく，裁冠式の名
に和応しく王冠を授かった。
　ウル第三王朝時代の行政経済文書から王冠の用例を拾うと，第2代シュルギの39年に王冠
（aga－lugal）への奉納があり㈹，第3代アマルシン4年に「アマルシンの王冠用の金（ku・一gi
aga　damar－dsuen）」が員われている㈹。同じく6年には王冠への奉納が記録され㈹，9年にも
奉納記録がある㈱。イッビシン治世のウルの文書にもビールなどが王冠に捧げられた㈹。
　このように，ウル第三王朝時代から王冠が重視され，とリわけイッビシンの即位は王冠の授与
として表示されている。これは，初期王朝時代における王丈の授与と対比的であリ，王権を象微
するものが王杖から王冠へと移ったことを示す。
m．玉　　座
　玉座は，王権の象徴として早い時期から意識されていたようだ。アッカド王朝のリムシュは，
「エラムの前で（在地勢力の）玉座を壊す」ことで，アッカドの宗主権を認めさせている㈹。
　ウル第三王靭時代のドレヘム文書には，玉座に奉納物を捧げる記録がある。聖なる崇拝の対象
になっていたのである。ウル第三王朝最後の王イッビシンの玉座への奉納記録はないが，それま
での四代について，ドレヘムの行政経済文書から，その期閲を確かめる㈹。
初代ウルナンム：アマルシン5年9月28日～シュシン9年9月4日㈹
第二代シュルギ：アマルシン1年2月14日～シュシン9年9月4日㈹
第三代アマルシン　アマルシン9年2月9日～シュシン1年9月22日㈹
第四代シュシン：シュシン：シュシン9年9月4日一イッビシン1年9月18日㈹
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　各々の王の玉座への奉納は，シュルキの玉座のように次の王の初年か，アマルシンやシュシン
のように，その王の末年から始まっている。例外として初代ウルナンムの玉座への奉納はアマル
シン5年からしか確認できない。一応ウルナンムを除いて王の死とともに玉座への奉納が始まっ
たと考えることが出来るので，王の死亡時期を死者を祭る灌葉所の記箏から確認しておきたい。
　ウルナンムの死亡時期は確認できないが，シュルギの灌箕所（ki－a－nag　d誉ul－gi）はシュルギ
48年12月12日から文菩に現れる㈹。治世末年の末に死亡していたのである。それ以前の11月に
「シュルギが天に一昇ったときに休暇を（与えられた）女奴隷たちgeme．u．d釦1－gi　an－na　ba－a－
e1rda－a　NI－du・一am・」という記卒があり㈹，11月に死亡したのであろう。シュルギの玉座とは
書かれないで，単に玉座と書かれる例がシュルギ48年の11月にある㈹。これはシュルギの玉座
への奉納のことであろう。
　第三代アマルシンの濯莫所はアマルシン9年の11月30日に記録がある㈹。しかし，それ以前
の4月か5月にシュシンが王を名乗った例があるので㈹，アマルシン最末年9年の早い時期に
王位は交代していた。アマルシン9年の2月に彼の玉座への奉納があるが，死亡直後の奉納であ
ろう。
　シュシンの灌莫所はシュシン9年10月に確認される。シュシンも治世の最末年の半ばには死亡
していたと考えられる。そのことを，イッビシンがシュシン9年の5月に王を名乗っていた事例
カ｛裏イ寸ける｛側。
　玉座は，各々の王の末年に初めて祭られる。王の死後に祭ら托たのである。玉座を祭るのは，
シュルギ死亡時から始まった儀礼であろう。最初であるのでシュルキ48年の死亡直後では単に
「玉座の場所へ」となっており，アマルシン治世になって，この王とシュルギを区別するために
「シュルギの玉座」と呼ぴならすようになったと考えられる。そうであるならば，初代ウルナン
ムの玉座への奉納がアマルシン5年と，シュルギの玉座への奉納よリ遅れて記されるようになっ
たことも首肯できる。ウルナンムの玉座への奉納は，シュルギの玉座への奉納が儀礼化したあと
に，さかのぽって付加されたのである。
　ウルナンムの玉座への奉納が始まるのは，アマルシン5年ころであろう。なぜなら，それ以前
のアマルシン4年閏9月には，シュルギの玉座への奉納と並んではウルナンムの灌箕所への奉納
しか挙がっていないで，通常併記されるべきウルナンムの玉座に言及していないからである。
　このように，王の玉座を祭ることは，シュルギの死後，アマルシン治世に始まったのであリ，
その意昧で新しい儀礼である。
　アマルシンの玉座については，彼の死の直後であるアマルシン9年とシュシンの1年に奉納さ
れているが，そののち，シュシン8年まで用例がない。シュシンはアマルシンの灌簗所を無視し
たのであろうか。そうであるならぱ，アマルシンとシュシンの間で王位をめぐる争いがあったこ
とと関連するかもしれない。しかし，この判断は慎重を期さねぱならない。シュルギについても
26
この期間は不閉であるので，ただ史料が公表されていないだけかもしれないからである。
　玉座については，故王の名を冠したものだけでなく，集合的に表記される場合がある。シュシ
ン9年11月14日に，3つの玉座へ（9I菖gu－za－3－a－ba一きeヨ）奉納された㈹。この時点でシュシン
は死亡しているので，玉座は，ウルナンム，シュルギ，アマルシンとシュシンの合計4つがあっ
たはずであるのに，3つの玉座となっている。アマルシンの玉座をはずした可能性も無くはない
が，これよリーヶ月前の文菩に，ウルナンムの玉座に1頭の肥育ウシを，そしてシュシンの玉座
に1頭の肥育ウシを奉納すると同時に，シュルギとアマルシンの玉座（ki・I昔gu－za　d§ul－gi　u。一
damar－dsuen）に1頭の肥育ウシが奉納されているので㈹，アマルシンはシュルギと共に祭られ，
それを一つと看傲したのであろう。
　椅子（鮎gu－Za）を祭ることは，一般の人にも広がったと思われる。ウル第三王朝時代の遮産
文書の巾に，子供への分配品を列挙するとともに，彼の椅子を守る人々への分配も記録された例
があ乱この文書では，子供4人への遺産分配であるが，そのうち2人が同額の配分，1人が前
二者よリ少い額になリ，四人目の子供である鮪一at－e。一aという女子への分配が最後に記録され
ている。女性であるにもかかわらず彼女は耕地を受頷しているのが気になるところであるが，そ
れは別にして，三人の男子とこの女性の間に椅子を守る人への分配を記録する。この並ぴ方が重
要かもしれない側。椅子を守る人が，相統人の誰に属していたか，別の言い方をすれぱ家長権
を継承した者が誰であるのか，そして椅子の守リがその家長権を相続した者の管理下にあったか
どうかは，この文書からは判明しない。
おわリに
　王の像，王杖，王冠，それに玉座について用例を拾ってきた。像を除く，王杖，王冠，玉座が
三点セット的に表現されるのは，ナラムシンの時代に想定されたアッカド王靭の滅亡を昭う「ア
ガデの呪い」が早い例である｛52〕。この作品が何時作られたかは，ウル第三王朝時代前後かと推
定されているが，確定していない。ウル第三王朝時代の諸王の讃歌などにもしぱしぱ現れる。
　ウル第三王朝のウルナンムの讃歌には，r我（ウルナンム）の玉座の，その基礎を（エンリル
神が）据え，王権に相応しい威光ある王冠を我が頭上に置いた，すべての民を正しく導く聖なる
王杖を我が手に手渡し，一」とある㈹。
　ウルナンムの子であるシュルギの讃歌にも，「アン神が大いにして正当なる王冠を我が頭上に
置き，ラピスラズリのように麗しいエクル（ニップル市にあるエンリル神殿）において王杖を握
り，輝く聖堂において，固められた基礎を持つ玉座が，その頂を天に高める」とある㈹。
　このように王杖，王冠，玉座のセットによって王権を象徴するのは，遅くともウル第三王朝時
代には一般化していたことは間違いない。それは，統一国家確立期たるウル第三王朝時代に，初
期王朝時代における王杖の授与に代えて，王冠が王の象徴となり，また王杖・王冠・玉座によっ
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て王権の威光を示したことを意味する。初期王靭時代の文学作品や，王讃歌が無いこと，もしく
は残存していないことを考慮しても，そうした時期に三点セットの表現が無いことは重要であろ
う。ナラムシン以降を統一国家期として，それ以前の分立国家期や領城旧家期とは異なるとする
時代区分を設定したが，この三点セットがアッカド王靭時代のナラムシンに閑わる作品から現れ
るという特微と，この時代区分の設定とは合致すると思われる。
　三点セットの内の王冠について，神は早い時期から角のある王冠をかぷっていた。自らを神と
したナラムシンは，角のある王冠を付けた姿に描かれる。そうであるので，王冠は神たる王のス
テイタスを象微し，王権の神聖さを示すと考えられる。二番目の王杖は，ウルナンムの讃歌にあ
るように指揮権・統治権などの王の機能を象徴し，それは初期王朝時代以来の連綿と統く観念で
あったと思われる。最後の玉座について，この時期の円筒印章によく㎜いられた神への拝謁の図
柄では，神は多くの場合椅子に座って，前に立つ拝謁者を遇している。この例から玉座は王の神
たる神聖と永遠性を表現するのであろう。
11）
（2）
（3）
14）
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解決できない問題があ乱神の像を造ることは初期王朝時代ラガシュのウルナンシェの碑文にあるが，ラガ
シュの主神ニンギルスの像が現存しないように，神の條が現在ほとんど残されていない。そのことで，神殿
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どのようなものと捉え，神をどのように形象したかが，間題なのである。
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シュメールにおける三E権の象徴 29
｛24）
125）
（26〕
（27）
128）
（29）
（30〕
131）
｛32）
（33）
（34〕
（35〕
136）
（37）
（38）
139）
（40）
141）
（42）
（43）
144）
（45）
（46）
｛47）
｛48）
拙稿「王碑文末尾の文章一時代区分に関連して一」「オリエント』35／2（1992）106－118
Ean69iii7－8：9idri　s［um－maコ，dnin－9irゲsu－ka
Ent32i2’一：［臼、コー1u，一3600－ta釦一ni　ba－ta一［dab、］一ba－a，9idri－mab　nam－tar－ra　den－1il・一1e　nibrukLta　en
－te－me－na－ra　mu－na－a［n－Sum］
Pien’e　Amiet，五乞〃伽吻〃8∂〃〃oε1エ召一0庇”’、Paris1977，plate46，
M。。一i鮒，2：・。。一1il，m。一。。一i§一t。一§。，LUGAL，Klき，…一1il，・一§・一・・一bi－1・，MU一§・，i－bi，O，Glき一GlDRU，
§ar－m－tim，i－di一§um
D．R．Fra｝me，曲昭o〃c〃∂（≡〃伽”乃ηb必，Toronto1993，p－85．
SS　g　x1：MAH19352｛Sollberger，JCS7，P．48）11ugal　nibru』Lta㎜ukL亀9in－ne・、u・di－bi・一dsuen　aga
≦u－ba－an－ti－a
SS　g　x3：UDT1OO：軌uri5上1－ma，u．i－bi，一dsuen　aga釦ba－an－ti－a
SS　g　x61Emory38（Sollberger，JCS1O，p．28）：u．di－bi。一dsuen　aga釦一ba－an－ti－a，一一一一一，臼。uri。＾L
ma
Limet，RA49，25
TCL56046
Fish，JRAS1939，p，32：BM106064：nig・一dab・aga－lugal
SETDA198
UET　g1010
拙稿「アッカド王朝時代の軍事遠征」「日本オリエント学全創立三十周年記念オリエント学論集』刀水苦房
1984，553－568
W．Sallaberger，D〃尾〃砥c加κ〃舳d召7必7σ7〃7－Zε〃，Tei11，147
百］珪馴一za－ur－dnammu：TRU125（AS5ix28）、PDT2．1265（AS6xi28〕，Nies92（AS8xii29）、MVN
5，122｛SS1ix22），TPTS66｛SS8ii6），AnOr7，107（SS　g　ix4〕，PDT2，1056（IS［］）
9噌gu－za－d釦1－gi－ra：HEU92‘AS1ii14〕，CST218（AS1ii20〕，MVN13，533（AS1iii）、AUCT21179
｛AS1viii3〕，Foster，JCS31，18（AS　l），Or47／49，9（AS1ix1O），Nies1lO｛AS1x9），AUCT1，110
（AS1xi2〕，MVN11，194｛AS2iv〕，TDA65（AS2v8），AUCT2，245（AS3i2〕l　TEL2・5508｛AS
4i6〕，Hallo，ASJ3，p．74（AS4viii16），Nies97｛AS4ix19），PDT417（AS4ixm1n14），MVN11，
182（AS4x），TCL2．5484（AS4viii20），MVN1，154｛AS5ix1），SET63（AS6x10〕，Nies177（AS
6x），Nies115（AS8viii13），PDT671｛AS8viii21〕，CT32，23｛AS8viii21），TCL2．5500｛AS8x
17〕，Nies92（AS8xii29），TAD44（AS　g　i14〕，NSTROM　I144（SS1ix20〕，MVN5，122（SS1ix
22），TPTS66（SS8ii6），AnOr7，107（SS　g　ix4〕
巴1苫馴一za－dsmar－dsuen：Nesbit20（AS　g　ii9〕，SET66｛AS　g　H26）．MVN5，122（SS1ix22），TPTS66
｛SS8ii6），AnOr7，107（SS　g　ix4），PDT2．1056（IS　［　］）
国I首gu－za－d鮎」suen：AnOr7，107（SS　g　ix4），TRU358（IS1ix18〕
Nies116
CCTB1132．Cf．Yosikawa，ASJ9320－21；Waetzold，0LZ83／1，30；Horowitz＆、Vatson，Further　note
on　Birmingham　Cuneiform　Tablets　Volume1，ASJ13409－417；Hallo，The　death　of　kings，in　Cogan　et
al（eds．〕，λ1！、λ醐地一一一，Jersalem1991，158－59
ki一筥憎馴一za（＝d釦1－gi）；MVN8113〔S48xi3），Gordon12〔S48xi7〕，PDT215（S48xi23－29）
PDT1384
UET　m1777（AS9＝［　kaコr－zi－da　ba－bun］V　or　IV＝［　］nin－a－zu〕：a一皿1－a　d釦一dsuen　lugal
BlN3585で王への定期支給を受けるウリキドゥが王たるイッピシンの名を刻む円筒印章を使剛する。
sea1＝I）di－bi2－dsuen／dingir－kalam－ma－m／1uga1－kala－ga／1ugal－uri5一■一ma／lugaトan－ub－da－1immu，
30
（49〕
（50）
（51）
（52）
（53）
（54）
一ba／ID　uri。上1－ki－dum／mubaldim一［　コノirll－da一［　］／
CST455
MVN18，・107｛SS　g　x4）
＾Iaekawal　ASJ18・text9（BM93833〕｛1S2）：nigゲga　a1－la－mu：6sag－bi－a，3gal－za－lum珊b町，1虹一
勤一gar胴b趾，1gir1一1u－sumun1咀b旦『。zabar－bi31／2ma－na，1日I…ban釦r－lum，6巴，遣ma－a1－tum－bi－a，1m他ar
一釦一seヨー9a，9ir3－seゴga日I菖gu－za　al－1a－mu
Curse　of　Agade67－68：sa　mm－en－m　aga　nam－lugaHa，ma－an－si－um旦1首gu－za　nam－lugal－1a　sum－ma
Ur－Nammu　hymn3（Hallo・JCS20，133ff）14－18：uri、・Lma　e，一mud－kur－ra－ka，日1苫gu－za－ga，subu§一bi
im－mi－in－ge－en，aga－me－1am！me－t鴫nam－lugal－la　sag－ga！im－m1－ga1＝、gidri－ku3un一臼r2si　si－e－sa2
削一ga2im－mi－in－sa一，箇bir－bun」。un－dagal－lu－a　［　］be2－1ab、一1ab，一e
Shulgi　hymn　A87－89：an－ne2aga－zi－mab　sag－ga1beユーem－mi－in－gi．，e，一kur－za－gin。一na芭I苫gidri　ba－ba
－dibゲb・，b…。一b・bba・一・・山童g・一・a一・・b・§一9i一・…g・・一軸b・一b・一il，
cf－Shulgi　hymn　D390－392：aga－nam－1uga1－la2－zu－u．da11a　be，一im－e，、gidri－zu　nig，一nam－nun－na　be，一em，
pa－mu1－bi　an－du13－le－e島bu－mu－u，一ak．
